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技
術
経
営（
Ｍ
Ｏ
Ｔ
）大
学
院
が

変
わ
る
？

　

こ
の
4
月
で
開
学
以
来
9
年

目
を
迎
え
る
技
術
経
営（
M
O
T
）

大
学
院
に
か
な
り
の
変
化
が
生

ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
変
わ
ら
な
い
点
は

あ
る
も
の
の
、
平
成
25
年
度
以

降
の
大
学
院
の
姿
は
従
来
の
そ

れ
と
は
違
っ
た
も
の
に
な
り
そ

う
だ
。

　

ま
ず
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大

幅
な
変
更
で
あ
る
。
従
来
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
8
年
前
の
開
学

時
に
策
定
さ
れ
た
も
の
を
基
本

に
、
逐
次
改
訂
が
加
え
ら
れ
て

き
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
が
、

来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
専
任
教
授
に

よ
る
策
定
委
員
会
が
昨
年
以
来

推
敲
を
重
ね
て
策
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
あ
る
べ
き
M
O
T
教

育
の
あ
り
方
を
反
映
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は

従
来
の
授
業
科
目
を
統
廃
合
し

つ
つ
、
縦
軸
に
、
コ
ー
ス
系
、

経
営
共
通
系
、
知
識
・
ス
キ
ル

系
の
3
系
統
を
、
横
軸
に
は
基

礎
、
応
用
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

の
順
に
各
主
要
科
目
を
配
置
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、
例

え
ば
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
」、

「
事
業
承
継
」
関
連
な
ど
従
来
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
カ
バ
ー
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
科
目
が
新
設
さ

れ
る
な
ど
学
生
が
科
目
選
択
す

る
際
に
迷
わ
ず
に
す
む
、
分
か

り
や
す
い
配
列
に
な
っ
て
い
る
。

従
来
60
近
く
あ
っ
た
科
目
数

が
10
科
目
ほ
ど
整
理
・
減
少
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
従
来
学
生

に
不
評
で
あ
っ
た
「
ダ
ブ
ル
ト

ラ
ッ
ク
」
問
題
（
同
一
授
業
時

間
帯
に
二
つ
の
科
目
が
並
行
実

施
さ
れ
る
弊
害
）
が
一
気
に
解

消
さ
れ
る
の
も
新
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
大
き
な
特
長
で
あ
る
。

　

平
成
24
年
度
末
を
も
っ
て
開

学
以
来
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
3

人
の
専
任
教
員
が
定
年
を
迎
え

て
退
任
し
、
新
た
に
就
任
す
る

先
生
方
と
交
替
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

に
新
し
い
、
若
い
力
が
加
わ
る

こ
と
と
な
る
。

　

し
か
し
す
べ
て
が
変
わ
る
わ

け
で
は
な
い
。「
1
年
制
」
と
い

う
わ
が
大
学
院
最
大
の
特
色
は

そ
の
ま
ま
堅
持
さ
れ
る
。
開
学
時

に
は
色
々
と
取
り
ざ
た
さ
れ
た

こ
の
制
度
も
今
や
し
っ
か
り
と
定

着
し
、
そ
の
効
果
や
利
点
が
明

ら
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
当
初
は

疑
問
視
し
て
い
た
他
校
関
係
者

の
中
に
も
「
1
年
制
」
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
向
き
が
あ
る
や

に
仄
聞
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

現
行
の
「
新
事
業
創
造
・
起

業
コ
ー
ス
」
が
「
起
業
・
第
二

創
業
コ
ー
ス
」
に
名
称
変
更
さ

れ
る
も
の
の
従
来
か
ら
の
3
コ

ー
ス
制
の
立
て
付
け
に
変
わ
り

は
無
い
。

　

本
大
学
院
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特

色
で
あ
る
「
中
堅
・
中
小
企
業

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
実
学
重
視

の
M
O
T
ス
ク
ー
ル
」
と
い
う

姿
勢
・
理
念
は
依
然
と
し
て
そ

の
ま
ま
で
あ
る
も
の
の
、
開
学

9
年
目
に
し
て
、
わ
が
大
学
院

の
言
わ
ば
、「
第
二
創
業
期
」

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

わ
が
大
学
院
に
と
っ
て
、
変

わ
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
が
、

変
わ
ら
ぬ
こ
と
も
同
じ
よ
う
に

大
切
で
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。

（
副
研
究
科
長　

宇
野
永
紘
）

本
年
度
の
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
エ
ク
セ
レ
ン
ト
に
は
次
の

45
名
が
認
定
さ
れ
、
学
位
記
授

与
式
に
お
い
て
学
長
か
ら
認
定

証
と
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ
ル
が
贈
ら

れ
る
。
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
に
は

40
名
が
認
定
さ
れ
、
来
年

度
4
月
の
各
学
科
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
認
定
証
が
授
与
さ
れ
る
。

エ
ク
セ
レ
ン
ト
の
称
号
を

獲
得
し
た
諸
君
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
や
学
業
の

場
に
お
い
て
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
の

称
号
を
獲
得
し
た
学
生
諸

君
に
は
、
他
の
学
生
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

■
エ
ク
セ
レ
ン
ト

機
械
加
工
工
房
（
7
名
）

長
内
優
和
、
菊
地
ま
ど
か
、
砂

川
和
輝
、
瀧
本
英
樹
、
中
立
亘
、

根
本
剛
見
、
町
田
成
紀

型
技
術
工
房
（
3
名
）

駒
込
寛
紀
、
佐
々
木
悠
、
松
橋

貴
弘

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
工
房
（
4
名
）

小
野
寺
星
子
、
木
原
駿
介
、
関

口
正
敬
、
田
口
直
樹

モ
ノ
創
り
デ
ザ
イ
ン
工
房（
2
名
）

島
方
啓
輔
、
野
瀬
俊
宏

ロ
ボ
ッ
ト
創
造
工
房
（
5
名
）

佐
々
木
源
、
川
口
翔
、
竹
内
大

二
郎
、
寺
内
響
一
、
古
橋
吉
祥

マ
イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
工
房
（
8
名
）

太
田
隼
斗
、
狩
野
樹
、
菅
原
章
、

戸
室
拓
也
、
中
村
聖
、
中
山
典

久
、
松
田
拓
也
、
砂
田
浩
紀

マ
イ
コ
ン
応
用
回
路
工
房（
5
名
）

川
嶋
和
紀
、
木
村
佳
佑
、
栗
又

悟
、
佐
々
木
辰
宜
、
森
田

和
也

2
×
4
木
造
建
築
工
房

（
5
名
）

王
大
地
、
鍛
治
裕
太
、
木

次
貴
寛
、
津
田
泰
樹
、
平

野
秀
一

イ
ン
テ
リ
ア
工
房
（
6
名
）

野
口
正
男
、
秋
山
和
樹
、

坂
部
孝
紀
、
中
島
秀
斗
、

根
津
昇
太
、
三
宅
由
紀
恵

■
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

物
理
体
感
工
房
（
3
名
）

越
川
温
士
、
原
口
寿
章
、
渡
邊

健
介

フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
工
房
（
3
名
）
増
田
悦
久
、

山
道
春
輝
、
渡
辺
孝
弘

も
の
づ
く
り
入
門
工
房
（
34
名
）

飯
塚
卓
也
、
他
33
名

カレッジマイスター 85名誕生
カレッジマイスターエクセレント 45名
カレッジマイスタープライマリー 40名

　

卒
業
お
め
で
と
う
。
本
日
、
卒
業
す
る
学
生
諸
君

の
す
べ
て
が
、
東
日
本
大
震
災
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

学
部
卒
業
生
は
大
学
生
活
の
な
か
ば
で
体
験
し
ま
し

た
。
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
生
の
多
く
は
、
余

震
に
心
配
し
な
が
ら
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

で
学
位
記
を
受
け
取
っ
た
世
代
で
す
。
別
科
修
了
生

の
中
に
は
、
日
本
へ
の
留
学
に
反
対
さ
れ
た
諸
君
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
親
し
い
人
を
失
っ
た
諸
君
、
悲

惨
な
映
像
が
目
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
諸
君
、
そ

れ
ぞ
れ
が
深
い
思
い
を
抱
え
た
式
典
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
深
い
思
い
が
、
他
人
の
つ
ら
さ
を
理
解
す
る
心

で
あ
り
、
人
へ
の
優
し
さ
に
繋
が
っ
て
く
れ
た
ら
と

願
う
ば
か
り
で
す
。

本
学
は
、「
実
工
学
教
育
」
を
掲
げ
、
現
場
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
は
、
ま
さ
に
今
日
か
ら
、
実
社
会
で
そ
の
力
が
試

さ
れ
る
訳
で
す
。
も
ち
ろ
ん
今
日
か
ら
完
全
に
仕
事

が
こ
な
せ
る
力
が
あ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々

成
長
し
、信
頼
さ
れ
る
技
術
者
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
に
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
3
つ
の
力
を
養
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。
3
つ
の
力
と
は
、「
技
術
力
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
予
知
力
」
で
す
。

　

卒
業
後
数
年
、
君
は
、
ア
ジ
ア
の
生
産
拠
点
へ
出

張
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
現
地
へ
出
向
い
て
み
る
と
、

ラ
イ
ン
か
ら
異
音
が
出
て
い
る
。
さ
っ
そ
く
修
理
を

し
よ
う
と
考
え
る
が
、
原
因
が
分
か
ら
な
い
。
ま
さ

に
、
現
場
に
直
結
し
た
技
術
力
が
、
君
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
技
術
力
と
最
先
端
の
工
学
知
識
と
は
、

必
ず
し
も
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
識
で
は
現
場

の
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
状
況
に
応
じ
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
統
合
し
、
問
題
の
本
質
に
迫
る
力
が
要

求
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
本
学
の
「
実
工
学
教
育
」

に
よ
り
、
皆
さ
ん
は
、
そ
の
技
術
力
を
培
っ
て
き
た

は
ず
で
す
。
そ
の
力
を
、
日
々
の
研
鑽
に
よ
り
、
大

き
く
伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

　

つ
ぎ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
。
そ
の
現

場
に
は
、
昨
日
ま
で
、
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
努

力
し
て
き
た
、
現
地
の
技
術
者
が
い
る
は
ず
で
す
。

彼
ら
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
ら
、
問
題
解
決
の
糸

口
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
昨
日
ま
で
の
努
力
に
感

謝
し
、
共
に
問
題
を
解
決
す
る
、
相
手
を
尊
重
す
る
、

真
摯
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
す
。

3
番
目
に
、
予
知
力
。
最
近
、「
想
定
外
」
と
言

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
と
て
も
違
和
感
が

あ
り
ま
す
。
想
定
外
と
は
、
事
故
な
ど
の
危
険
性

を
予
測
す
る
工
学
的
知
識
や
技
術
力
が
十
分
で
な

か
っ
た
こ
と
を
、
自
ら
白
状
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

想
定
外
だ
か
ら
責
任
が
な
い
の
で
は
な
く
、
予
測

で
き
な
か
っ
た
自
ら
を
恥
じ
る
べ
き
で
す
。
予
知

力
は
、
多
角
的
な
視
野
と
経
験
が
つ
く
る
も
の
で

す
。
運
転
免
許
を
取
得
し
た
と
き
、「
路
地
か
ら
ボ
ー

ル
が
出
て
き
た
ら
、
続
い
て
子
供
が
飛
び
出
す
と

思
え
」
と
習
っ
た
は
ず
で
す
。
前
だ
け
を
見
て
い

た
ら
、
危
険
は
予
知
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
す
る
予
知
力
を
育
て
て

く
だ
さ
い
。

　

3
つ
の
力
を
こ
れ
か
ら
も
育
み
、
ア
ジ
ア
で
、

世
界
で
、
そ
し
て
被
災
地
で
、
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
日
本
工
業
大
学
は
、
永

遠
に
君
た
ち
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

学　長
波多野 純

信
頼
さ
れ
る
技
術
者
に
な
る

3
つ
の
力

マイコン応用回路工房

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

こ
の
度
、
め
で
た
く
学
位
を
取
得
さ
れ
た
諸
君
、

そ
し
て
御
家
族
の
皆
様
に
、
衷
心
よ
り
お
祝
い
の
言

葉
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

諸
君
は
本
学
に
お
い
て
、
理
論
と
実
践
と
の
両
面

か
ら
の
技
術
習
得
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

本
学
園
の
創
立
以
来
の
理
念
で
あ
り
、
日
本
工
業
大

学
の
建
学
の
精
神
で
あ
り
、
ま
た
、
と
り
も
な
お
さ

ず
世
界
に
誇
る
日
本
の
科
学
技
術
の
一
翼
を
担
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

諸
君
が
身
に
付
け
ら
れ
た
現
場
で
の
実
践
力
は
、

様
々
な
事
態
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
、
課
題
解
決

へ
の
問
題
意
識
を
高
め
、
か
つ
多
様
な
手
立
て
を
立

て
る
事
が
で
き
る
力
な
ど
、
多
く
の
強
み
が
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
、
目
、
耳
、
手
触
り
、
嗅
覚
な
ど
人

間
が
持
つ
セ
ン
サ
ー
の
能
力
は
、
現
場
実
践
を
通
し

て
こ
そ
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
能
力
は
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
と
は
異
な

る
、
そ
れ
ら
が
持
ち
え
な
い
人
間
な
ら
で
は
の
感
性

と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。今
日
、日
本
の
内
外
で
数
々

の
災
害
、
事
故
が
起
こ
る
中
で
、
ま
す
ま
す
価
値
を

高
め
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

日
本
の
経
済
は
明
る
さ
を
予
感
さ
せ
る
動
き
に
あ

り
ま
す
が
、
な
お
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
経
済

成
長
の
著
し
い
ア
ジ
ア
地
域
を
は
じ
め
日
本
の
製
造

業
の
海
外
展
開
が
さ
ら
に
進
む
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
と
は
、
そ
の
土
地
へ
の
現
地
化
を
果
た
す
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
企
業
が
い
か
に
強
い
現
場
を
作
り
上
げ

る
か
、
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
海
外
拠
点
の
成
功
の
可

否
は
、
ま
さ
に
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
実
践
力
が
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

諸
君
が
本
学
で
修
得
し
た
理
論
と
実
践
の
強
み

を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
、
よ
り
強
化
し
て
い
く
に
は
、

如
何
に
す
べ
き
か
。
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
失
わ
ず
に
想
定

外
あ
る
い
は
二
律
背
反
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
事

態
に
向
き
合
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
、
軽
く

て
強
い
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
高
性
能
と
い
う
二
律
背
反

と
も
言
う
べ
き
製
品
の
開
発
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
鍛

え
て
き
ま
し
た
。
今
日
で
は
、
高
性
能
で
あ
っ
て
人

に
優
し
い
、
高
機
能
な
の
に
リ
サ
イ
ク
ル
が
し
や
す

い
、
世
界
の
ど
の
市
場
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
低
コ

ス
ト
な
ど
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
べ
き
、
時
代
の
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
に
と
っ
て
得
意
で
は
な
い
分
野
に
目
を
向

け
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
も
成
長
の
鍵
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
諸
君
を
迎
え
入
れ
る
職
場
が
、
必
ず
し
も

得
意
分
野
を
扱
っ
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
き
こ
そ
が
成
長
の
チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
諸
君
は
、
や
が
て
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
、
現
場
を
育
て
て
い
く
立
場
を
担
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、
自
分
自
身
の
成
長
プ
ロ

セ
ス
が
、
部
下
の
育
成
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と
で

し
ょ
う
。

社
会
に
出
て
か
ら
も
、
い
つ
で
も
本
学
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
ご
自
分
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
原
点

に
触
れ
、
そ
し
て
成
長
の
軌
跡
を
見
つ
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
諸
君
の
大
い
な
る
前
進
を
願
い
、
ご
健
闘

と
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
私
か
ら
の
お
祝
い
と

致
し
ま
す
。

理事長
大川 陽康

培
っ
た
実
践
力
を

さ
ら
に
大
き
く
伸
ば
し
て
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日 本 工 業 大 学 通 信（2） 平成25年3月20日発行 第181号

早
期
卒
業

平

成

二
十
年
度

卒
業
生
一
覧

平　
　
　

成

二
十
四
年
度

3
月
20
日
付

確
定
者

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科

機
械
工
学
科

も
の
づ
く
り
環
境
学
科

情
報
工
学
科
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日 本 工 業 大 学 通 信（3） 平成25年3月20日発行 第181号

●平成24年度　「学長賞（学部生・大学院生）」受賞者

先
の
選
考
委
員
会
を
経
て
、平
成
24
年
度
の

学
長
賞
が
決
定
し
た
。

本
賞
は
、毎
年
優
秀
な
卒
業
生
に
対
し
授
与

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、今
年
度
は
左
記
の
一
覧

表
の
通
り
、大
学
院
生
3
名
、学
部
生
15
名
が
受

賞
し
た
。

平成24年度学長賞

学科 /専攻 氏　　名 出身校

学
部

機械工学科

ものづくり環境学科

創造システム工学科

電気電子工学科

情報工学科

建築学科

生活環境デザイン学科

大
学
院

機械工学専攻

建築学専攻

●
博
士
後
期
課
程

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

建
築
学
科

日
本
工
業
大
学
付
属

東
京
工
業
高
等
学
校
は
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
日

本
工
業
大
学
駒
場
高
等

学
校
に
改
名
し
て
い
ま

す
。

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

k

大
学
院
工
学
研
究
科
修
了
生

●
博
士
前
期
課
程

◎
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
学
位
記
授
与
式

3
月
20
日（
水
）

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
修
了
生

（予定）

◎
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
学
位
記
授
与
式

3
月
23
日（
土
）

●
専
門
職
学
位
課
程
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日 本 工 業 大 学 通 信（4） 平成25年3月20日発行 第181号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

学生自治会代表と波多野学長の
第11回懇親昼食会を開催
　1月24日（木）、恒例となっている学長と学
生自治会代表との懇親昼食会が開催された。
　今回は波多野学長と竹内学生支援部長、鈴
木学生支援課主任と各委員会の委員長6名、
体育会会長及び文化団体連合会会長が出席
した。

　本会では、各学生の自己紹介や日頃感じてい
ること、また、委員会やクラブ活動などについ
ての学長の考え等、気兼ねのない話し合いがお
こなわれた。最後に、学長から「学長室には気軽
に来てもらいたい」との言葉があり、終始和や
かな雰囲気の懇親昼食会であった。

▼
卒
業
生
諸
君
、
学

位
取
得
お
め
で
と

う
。
御
卒
業
に
あ
た

り
、
ア
メ
リ
カ
の
女

流
小
説
家
パ
ー
ル
・

バ
ッ
ク
が
著
書
『
書

斎
』
で
記
し
た
文
を

紹
介
し
た
い
。
▼
彼

女
は
中
国
を
題
材
と
し
た
多
く

の
作
品
を
書
き
、
ア
ジ
ア
人
へ

の
理
解
を
西
洋
人
に
訴
え
た
人

で
も
あ
る
。
▼
「
若
い
人
た
ち

は
自
分
自
身
で
無
力
だ
と
考
え

て
失
望
す
る
羽
目
に
な
ら
ぬ
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
っ
さ

き
に
自
分
が
無
力
だ
と
考
え
さ

え
し
な
け
れ
ば
、
人
間
は
誰
ひ

と
り
無
力
で
は
な
い
の
で
す
。」

▼
自
分
が
無
力
だ
と
悲
観
す
る

の
は
、
実
は
青
年
期
に
特
有
の

感
受
性
の
な
せ
る
わ
ざ
だ
。
だ

が
、
人
は
社
会
に
出
て
何
年
か

経
つ
と
、
い
つ
し
か
「
生
活
を

す
る
こ
と
へ
の
自
信
」
の
よ
う

な
も
の
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
、
善
悪
と
は
別
の
、
生

き
る
知
恵
と
呼
ん
で
も
い
い
だ

ろ
う
。
▼
だ
か
ら
こ
そ
、
若
い

う
ち
の
失
望
は
あ
ま
り
心
配
す

る
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
を
無

力
だ
と
思
い
込
ま
な
い
限
り
、

誰
も
が
何
か
を
な
せ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
誰
も
が
「
や
り
直
せ

る
」
と
未
来
に
希
望
を
持
っ
て

い
け
る
も
の
な
の
だ
と
、
女
史

は
語
り
か
け
る
。
▼
そ
う
！
信

ず
べ
き
は
未
来
で
あ
り
自
分
な

の
だ
。
御
健
勝
を
祈
る
。【
信
】

編 集 後 記

／
出
張
先
＝
中
国（
3
／
4
〜
3
／

19
）／
目
的
＝
上
海
市
交
通
大
学
昴

立
新
日
語
と
の
学
生
募
集
に
関
す

る
活
動
お
よ
び
留
学
交
流
会
の
参

加◆
樋
口
佳
樹
准
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム（
3
／
5
〜
3
／
10
）／
目
的
＝

ベ
ト
ナ
ム
ホ
イ
ア
ン
に
お
け
る
環

境
配
慮
建
築
の
実
測
調
査

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ

ス（
3
／
5
〜
3
／
10
）／
目
的
＝

専
門
職
連
携
教
育（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
）の
現

場
視
察

◆
瀬
戸
眞
弓
教
授（
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
）／
出
張
先
＝
同
前

◆
成
田
剛
准
教
授（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
ラ
オ
ス（
3
／
5
〜
3
／

19
）／
目
的
＝
ラ
オ
ス
国
シ
ェ
ン
ク

ア
ン
仏
教
寺
院
遺
跡
群
保
存
の
た

め
の
修
復
技
法
に
関
す
る
研
究

◆
星
野
坦
之
教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
3
／

7
〜
3
／
14
）／
目
的
＝
チ
ェ
ラ
ロ

ン
コ
ン
大
学
と
の
研
究
打
合
せ

◆
鈴
木
宏
典
准
教
授（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ（
3

／
31
〜
4
／
4
）／
目
的
＝
第
17
回

ア
ジ
ア
太
平
洋
州
自
動
車
工
学
国

際
会
議
で
の
研
究
発
表
と
聴
講

天
満
宮　例
祭

1
月
19
日（
土
）、本
学
学
友

会
館
に
お
い
て
環
境
特
別
講
演

会
が『
宮
代
町
の
ご
み
問
題
〜

そ
の
歴
史
と
課
題
』を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
た
。本

講
演
会
は
本
学
の
環

境
教
育
と
一
般
普
及

の
目
的
で
開
催
す
る

も
の
で
あ
る
。講
師

に
本
学
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
教
授
の
佐

藤
茂
夫
氏
を
迎
え
、

学
生
・
教
職
員
を
中

心
に
一
般
を
含
め
て

1
5
0
名
近
く
の

参
加
者
が
あ
っ
た
。

　

波
多
野
学
長
の
挨
拶
、本
学

の
環
境
教
育
の
概
要
紹
介
に
引

続
き
講
演
が
行
わ
れ
た
。佐
藤

氏
は
元
来
専
門
の
材
料
工
学
に

加
え
、環
境
問
題
、特
に
廃
棄
物

の
処
理
や
再
利
用
が
専
門
で
、

本
学
の
環
境
教
育
・
研
究
に
多

大
の
貢
献
を
し
て
い
る
。地
元

と
歩
ん
だ
ゴ
ミ
処
理
場
に
関
わ

る
内
容
を
軸
と
し
た
講
演
は
、

環
境
問
題
の
社
会
・
工
学
・
人

間
な
ど
多
岐
に
渡
る
連
関
の
複

雑
さ
を
実
感
さ
せ
る
も
の
で
、

質
疑
応
答
も
活
発
で
あ
っ
た
。

　

機
械
工
学
専
攻
博
士
前
期
課

程
1
年（
梅
崎
研
究
室
）の
岡

野
聖
君
が
1
月
23
日（
水
）、日

本
非
破
壊
検
査
協
会
よ
り
、30

歳
以
下
の
優
秀
な
研
究
発
表
者

に
贈
ら
れ
る「
新
進
賞
」を
受
賞

し
た
。受
賞
論
文
題
目
は「
紫
外

線
硬
化
樹
脂
の
硬
化
過
程
に
お

け
る
流
動
と
応
力
の
同
時
測
定

装
置
の
構
築
」。硬
化
過
程
の
紫

外
線
硬
化
樹
脂
に
生
じ
る
、好

ま
し
く
な
い
応
力
と
樹
脂
の
収

縮（
流
動
）の
関
係
を
調
べ
る
際
、

本
研
究
に
よ
り
、そ
れ
ら
の
同

時
測
定
が
可
能
と
な
り
、樹
脂

に
生
じ
る
応
力
と
流
動
の
関
係

を
よ
り
詳
し
く
検
討
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。岡
野
君
は「
賞
を

い
た
だ
け
て
大
変
嬉
し
い
。ご

指
導
を
い
た
だ
い
た
梅
崎
教
授

と
先
輩
方
に
感
謝
し
た
い
」と

述
べ
て
い
る
。

　

専
門
職
大
学
院
で
は
昨
年
秋
、

（
株
）マ
イ
テ
ッ
ク（
府
中
市
）

よ
り
タ
ッ
チ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
寄

贈
の
申
し
出
を
受
け
、平
成
24

年
9
月
に
現
物
の
搬
入
が
完

了
、8
0
1
教
室
に
て
既
に
授

業
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。従
来

型
の
映
像
設
備
に
比
べ
、ス
ク

リ
ー
ン
へ
の
投
影
が
無
く
て
す

む
こ
と
、画
面
の
拡
大
表
示
が

容
易
で
あ
る
こ
と
な
ど
、学
習

環
境
の
改
善
に
大
い
に
役
立
っ

て
い
る
。

　

ま
た
1
月
に
は
、同
社
の
村

上
社
長（
現
役
8
期
生
）よ
り

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ウ
ン（
帽

子
付
）26
着
が
寄
贈
さ
れ
た
。ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ウ
ン
に
つ
い

て
は
従
来
、一
部
の
院
生
の
み

が
着
用
し
て
い
た
が
、院
生
の

間
に
は
予
て
よ
り
着
用
を
希
望

す
る
声
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、こ
の
ほ
ど
寄
贈
に
繋
が
っ

た
も
の
で
あ
る
。本
年
度
学
位

記
授
与
式
で
は
、晴
れ
て
修
了

生
全
員
が
ガ
ウ
ン
着
用
で
式
に

臨
む
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
25
年
3
月
卒
業
予
定

の
学
生
に
よ
る
就
職
活
動
が
12

月
1
日（
土
）に
ス
タ
ー
ト
し
、

3
カ
月
あ
ま
り
が
経
過
し
た
。

　

本
学
で
は
企
業
の
動
き
に
合

わ
せ
る
と
同
時
に
、学
生
へ
の

意
識
づ
け
と
し
て
12
月
に
2

日
間
、
2
月
に
7
日
間
、
計

2
4
0
社
を
招
き「
学
内
合
同

企
業
説
明
会
」を
実
施
し
た
。

　

真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
固

め
、真
剣
な
眼
差
し
で
説
明
を

聞
く
学
生
は
、普
段
の
様
子
か

ら
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど
の

立
派
な
大
人
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
説
明
会
を
機
に
就
職
支

援
課
を
訪
れ
、エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
や
履
歴
書
の
添
削
、模
擬

面
接
の
実
施
依
頼
を
す
る
な
ど
、

真
剣
に
就
職
活
動
と
向
き
合
う

学
生
も
多
い
。し
か
し
、一
方
で

は
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
タ
ー
の
学
生

も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、研
究

室
教
員
の
協
力
を
得
て
、個
別

指
導
を
徹
底
し
て
い
く
方
針
で

あ
る
。

　

年
明
け
か
ら
円
安
、株
価
上

昇
な
ど
景
気
回
復
に
明
る
い
兆

し
が
見
え
始
め
て
は
い
る
も
の

の
、果
た
し
て
新
卒
採
用
の
環

境
は
大
き
く
変
化
す
る
の
だ
ろ

う
か
。大
学
全
入
時
代
に
よ
る

学
生
の
質
が
問
わ
れ
る
中
で
、

企
業
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
す
こ

と
は
無
く
、量
よ
り
質
を
重
視

す
る
傾
向
は
続
き
そ
う
だ
。

　

こ
れ
か
ら
本
番
と
な
る
就
職

活
動
、大
事
な
の
は
自
分
か
ら

動
く
こ
と
で
あ
り
、最
後
ま
で

諦
め
な
い
こ
と
。

　

就
職
支
援
課
は
い
つ
で
も
皆

さ
ん
の
味
方
で
あ
る
。さ
あ
、明

3
月
1
日（
金
）、留
学
生
別

科
の
平
成
24
年
度
春
季
修
了
証

書
授
与
式
が
、学
友
会
館
に
て

執
り
行
わ
れ
た
。

中
国
や
台
湾
か
ら
の
留
学
生

7
人
が
式
に
臨
み
、学
部
や
大

学
院
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

に
向
け
て
旅
立
ち
の
時
を
迎
え

た
。

　

多
く
の
関
係
者
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
式
は
進
行
し
、波
多
野

学
長
か
ら
激
励
の
告
辞
を
受
け

た
学
生
た
ち
は
希
望
を
胸
に
抱

き
、各
々
の
目
標
へ
の
決
意
を

新
た
に
し
た
。

　

式
の
終
了
後
に
催
さ
れ
た
祝

賀
会
で
は
、修
了
生
と
恩
師
、在

校
生
と
が
親
交
を
深
め
合
い
、

別
科
を
巣
立
つ
学
生
た
ち
の
門

出
を
祝
福
し
た
。

　

本
年
も
日
本
工
業
大
学
天
満

宮
例
祭
が
2
月
23
日
（
土
）、

11
時
よ
り
天
神
門
横
の
社
前
に

お
い
て
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
早
咲
き
の
梅
も
ほ

の
か
に
香
る
中
、
田
川
崇
敬
会

会
長
を
は
じ
め
役
員
各
位
、
大

川
理
事
長
、
波
多
野
学
長
以
下
、

各
事
務
部
課
長
、
お
よ
び
各
学

科
主
任
、
さ
ら
に
は
学
生
自
治

会
か
ら
高
麗
中
央
執
行
委
員
会

委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
8

名
の
幹
部
学
生
が
参
列
し
た
。

　

宮
司
の
祝
詞
の
中
、
玉
串
奉

奠
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
場

所
を
移
し
て
直
会
が
催
さ
れ
た
。

　

本
年
も
参
列
者
一
同
が
、
学

生
諸
君
の
よ
り
一
層
の
学
業
向

上
と
繁
栄
を
祈
念
し
滞
り
な
く

例
祭
が
終
了
し
た
。

る
い
未
来
、そ
し
て
夢
を
掴
み

と
れ
る
よ
う
、一
歩
を
踏
み
出

そ
う
。

学
科
）／
出
張
先
＝
台
湾（
12
／
13

〜
12
／
16
）／
目
的
＝
台
湾
磨
粒
加

工
学
会
年
次
総
会
で
の
招
待
講
演

お
よ
び
工
場
見
学

◆
岡
野
和
馬（
総
務
部
付
）／
出
張

先
＝
タ
イ（
1
／
18
〜
1
／
21
）／

目
的
＝
日
本
留
学
・
日
系
企
業
就
職

フ
ェ
ア
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
田
中
隆
治
准
教
授（
英
語
教
育
セ

ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ（
2

／
1
〜
2
／
14
・
2
／
18
〜
3
／

3
）／
目
的
＝
海
外
英
語
セ
ミ
ナ
ー

参
加
学
生
に
対
す
る
現
地
指
導
・
支

援
等

◆
神
林
靖
准
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン（
2
／
13
〜

2
／
17
）
／
目
的
＝
第
5
回
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
と
人
工
知
能
国
際
会
議

に
て
論
文
発
表
と
共
同
研
究
者
と

の
打
合
せ

◆
山
地
秀
美
准
教
授（
情
報
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン（
2
／

13
〜
2
／
17
）
／
目
的
＝
第
5
回

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
人
工
知
能
国
際

会
議
に
て
論
文
発
表

◆
田
中
隆
治
准
教
授（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
2
／

14
〜
2
／
18
）／
目
的
＝
教
材
研
究

（
融
合
英
語
、基
礎
・
実
用
英
語
）

◆
小
田
恭
市
教
授（
技
術
経
営
研
究

科
）／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ（
2
／
14

〜
2
／
20
）／
目
的
＝
生
活
関
連
製

品
分
野
に
お
け
る
中
小
企
業
の
製

品
化
ス
キ
ル
の
検
証

◆
劉

講
師（
共
通
教
育
系
）／
出

張
先
＝
中
国（
2
／
21
〜
3
／
1
）

佐藤茂夫教授

学長から修了証書を授与される別科修了生

ガウンを着用した村上社長とタッチディスプレイ

玉串奉奠の儀を執り行う宮司

合同企業説明会で担当者の説明に聞き入る学生

新
鮮
野
菜
や
甘
い
和
菓
子
が

大
人
気
。
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー

ナ
ー
や
喫
茶
店
が
あ
る
の

で
、
買
い
物
や
散
歩
の
合
間

に
休
憩
で
き
ま
す
。
毎
年
、

2
月
か
ら
5
月
上
旬
ま
で
イ

チ
ゴ
狩
り
が
で
き
る
の
で
、

家
族
で
利
用
す
る
の
も
い
い

か
も
。
ま
た
、
田
植
え
の
時

期
に
は
、
川
か
ら
ほ
っ
つ
け

田
に
水
が
入
り
、
魚
釣
り
が

楽
し
め
ま
す
。
自
然
豊
か
で

心
や
す
ら
ぐ
新
し
い
村
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

先
日
、
研
修
で
「
1
日
楽

し
く
過
ご
す
に
は
?
」
と
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
す

か
?
宮
代
町
内
で
こ
の
時
期

に
私
が
お
す
す
め
し
た
い
の

が
「
新
し
い
村
」。
自
然
に

囲
ま
れ
た
森
の
市
場
「
結
」

で
は
、
町
内
産
の
穫
れ
た
て

１
日
楽
し
く

過
ご
す
に
は
？

宮代町
だより

181号

／
目
的
＝
工
学
系
女
子
学
生
の
専

攻
分
野
選
択
の
要
因
分
析
に
関
す

る
調
査

◆
西
村
誠
介
教
授（
Ｕ
Ｈ
Ｖ
研
究
セ

ン
タ
ー
）／
出
張
先
＝
南
ア
フ
リ
カ

（
2
／
23
〜
3
／
2
）／
目
的
＝
国

際
大
電
力
シ
ス
テ
ム
会
議
国
際
作

業
会
お
よ
び
関
連
会
議
に
出
席

◆
吉
野
秀
明
教
授（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

（
2
／
25
〜
2
／
28
）／
目
的
＝
電

子
情
報
通
信
学
会
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

セ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
講
演

◆
野
口
憲
治
助
手（
建
築
学
科
）／

出
張
先
＝
ド
イ
ツ（
2
／
26
〜
3
／

4
）／
目
的
＝
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
立
民

族
学
博
物
館
所
蔵
の
町
屋
模
型
の

調
査

◆
劉

講
師（
共
通
教
育
系
）／
出

張
先
＝
中
国（
3
／
2
〜
3
／
6
）

／
目
的
＝
武
漢（
武
漢
平
成
日
本
語

学
校
、Ｅ
Ｉ
Ｃ
啓
徳
教
育
な
ど
）の

協
定
機
関
に
お
け
る
募
集
活
動

◆
神
野
健
哉
教
授（
電
気
電
子
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
3
／

3
〜
3
／
9
）／
目
的
＝
2
0
1
3

年
信
号
処
理
学
会
非
線
形
回
路
、通

信
、信
号
処
理
国
際
会
議
に
て
論
文

発
表

◆
木
村
貴
幸
助
教（
電
気
電
子
工
学

科
）／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ（
3
／

3
〜
3
／
9
）／
目
的
＝
2
0
1
3

年
信
号
処
理
学
会
非
線
形
回
路
、通

信
、信
号
処
理
に
関
す
る
国
際
会
議

に
て
研
究
論
文
発
表

◆
呉
志
良
准
教
授（
共
通
教
育
系
）

【
定
年
退
職
】（
3
月
31
日
付
）

◆
佐
藤
茂
夫
教
授（
も
の
づ
く
り
環

境
学
科
）

◆
片
山
茂
友
教
授（
情
報
工
学
科
）

◆
椋
田
實
教
授（
情
報
工
学
科
）

◆
桑
原
文
夫
教
授（
建
築
学
科
）

◆
小
竿
真
一
郎
講
師（
生
活
環
境
デ

ザ
イ
ン
学
科
）

◆
奥
田
眞
助
手（
電
気
実
験
セ
ン

タ
ー
）

◆
大
西
毅
参
与（
学
生
支
援
部
）

◆
入
山
明
美
主
任（
学
生
支
援
課
）

◆
奥
山
隆
久
嘱
託
職
員（
総
務
部
付
）

◆
見
常
忠
之
嘱
託
職
員（
財
務
課
）

【
退
職
】（
3
月
31
日
付
）

◆
村
川
正
夫
教
授（
専
門
職
大
学
院
）

◆
宇
野
永
紘
教
授（
専
門
職
大
学
院
）

◆
山
岡
斉
教
授（
専
門
職
大
学
院
）

◆
鈴
木
清
教
授（
も
の
づ
く
り
環
境

学
科
）

◆
星
野
坦
之
教
授（
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）

◆
石
崎
克
也
教
授（
共
通
教
育
系
）

◆
松
崎
浩
通
助
手（
電
気
実
験
セ
ン

タ
ー
）

◆
草
間
信
太
郎
事
務
職
員（
総
務
課
）

◆
鈴
木
清
教
授（
も
の
づ
く
り
環
境

国
外
出
張

人
事
異
動

環
境
特
別
講
演
会

佐
藤
教
授
「
宮
代
町
の
ご
み
問
題
」
を
語
る

就
職
支
援
情
報

留
学
生
別
科

７
名
が
修
了

日
本
非
破
壊
検
査
協
会

新
進
賞
を
受
賞

専
門
職
大
学
院
現
役
院
生
よ
り

ガ
ウ
ン
な
ど
の
寄
贈
を
受
け
る

博
士
号
取
得
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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